
岡山県立岡山城東高等学校

地域に根ざした社会貢献活動 

【取組の概要】 

■社会貢献活動によって生徒に身に付けさせたい力
自主的・自律的な成長を促し社会の構成員としての自覚を持たせるとともに、自己肯定感を高め

させ、自己探求や自己実現を図る能力や態度を育成する。

■活動内容
①小学生学習支援ボランティア（ジョトスタ）

教育学系の大学や職種に興味を持つ城東生１年次生の希望者が、地元地域の小学５～６年生を

対象にして夏休みの課題を中心にした学習指導や支援を行った。

②保育園・こども園との交流会

地元企業の中国銀行東岡山支店と協働で保育園とこども園と交流を行った。３つの保育園では、 

感染症の関係で施設環境整備のみの交流、１つのこども園では合唱による音楽交流会を行った。 

■成果・効果
ボランティア活動の自粛が続いていた中、今年度は予定していた活動が実施でき、社会性に係る 

自己肯定感が高まり、ボランティア活動の数と参加人数が向上した。特に、小学生学習支援ボラ 

ンティアと地元地域の保育園との交流（施設環境整備を含む）が増えたことで、生徒の教育分野 

へ興味・関心を持たせられたりしたことはキャリア教育に繋がったと考えられる。 

①小学生学習支援ボランティア

②保育園・こども園との交流会



                          

岡山県立瀬戸南高等学校  

既習事項を活かした動物交流会の開催 

【取組の概要】 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（写真１）ヤギとのふれあいの様子 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

（写真２）動物クイズの様子 

 

                                                   
■社会貢献活動によって生徒に身に付けさせたい力 
①生徒の主体的に学習に取り組む態度の育成 

②生徒の課題解決型学習に向けての意欲の喚起 

 

■活動内容 
３年次の科目「畜産」の授業で動物ふれあい交流会を開催した。対象は地域の親子クラブ・保育園
の幼児（０～５歳）とした。交流会では、動物とふれあうことのみで終わるのではなく、生徒自身
が既習事項（動物が持つ多面的機能や効用・その活用方法）を活かし、当日の交流会の企画・運営
を行った。１班６～７人の計３班に分け、１班は当日の企画・運営を行い、残りの２班はサポート
と参加者の様子、参加者の発言などの記録を行った。本交流会の対象は年齢が比較的若く、初めて
動物と接する機会となる参加者も多い。そのため、幼児・保護者ともに参加してよかったという満
足感を得てもらうとともに、動物とのふれあい方を学び、好きになるきっかけになってもらうこと
を目標とした。参加する幼児の年齢に合わせて、クイズやスタンプラリー、手遊び、紙芝居などで
幼児の興味を喚起する工夫を行った。また、前述した通り、参加する幼児にとって初めての経験が
できる貴重な１日であることから雨天の場合も中止にするのではなく屋内でウサギとのふれあい
や、ヤギの調教動画の投影、エッグプランターや自校で栽培した小麦粘土でのワークショップを企
画した。 

 

 ■成果・効果 
 
計８回の交流会では、回数を重ねるたびに生徒から反省点とその改善策を見出していた。参加者に
手作りの名札やお土産用の折り紙の作成を行う等、工夫を凝らしていた。また、授業時間外でも放
課後に生徒同士で声を掛け合い、交流会の事前準備やリハーサルを行うことができていた。そして、
複数回の実施だったにもかかわらず、導入や幼児の興味喚起の方法等を毎回変更して行うなどの意
欲の高さが印象的であった。 
普段学んでいることを「教える」立場となった本機会は生徒にとって非常に良い経験となり、主体
的に学習に取り組む態度を培うことができた。 

 

 



岡山県立岡山工業高等学校

地域あいさつ運動による社会貢献活動 

【取組の概要】 

■社会貢献活動によって生徒に身に付けさせたい力
「地域あいさつ運動」は、生徒が学校を出て地域社会と繋がる糸口として実施し、参加については

生徒の自主性に任せ、事前に参加希望調査を取ります。この事業をスタートさせた当初は、数十名

の参加でしたが、年々参加希望者が増え、近年は平均 100 名を超す生徒が参加する活動となってい

ます。 

本校ではこの活動によって、登校や出勤途中の地域の様々な方々と気持ちの良いあいさつを交わす

ことによって、地域の学校の生徒であるという自覚の芽生えと、社会生活を行っていく上でのあい

さつの大切さに気付いて欲しいと思っています。 

■活動内容
この取組は、平成 28 年度より京山中学校、伊島小学校、石井小学校、伊島認定こども園と連携を
して取り組んでいます。毎月 10 日を基準日として計画されますが、年間６回程度実施しています。 

取組方法は以下の通りです。 

＜事前指導＞ 

・月初めに社会貢献活動担当教員から各クラスへ参加者募集のアナウンス。 

・参加希望調査をまとめ、人数確認（多すぎる場合は次回参加へ割り振る）。 

・参加者を体育館等に集め、参加するにあたっての注意事項等を担当者から連絡。 

＜実施＞ 

・早朝７：４５～８：１５までの約３０分間あいさつ運動を実施。 

・あいさつ運動実施場所へ担当教員を割り振り、出欠確認及びマナー指導。 

・生徒は「さわやかに、礼儀正しく」を心がけてあいさつをする。 

＜事後指導＞ 

・出欠の確認及び、振り返りシートへの記入。  

■成果・効果
・あいさつを交わすことの「気持ち良さ」をリアルに感じられる。 

・地域の方から「お礼の言葉」をいただき、自己肯定感を高めることが出来る。  

  あいさつ運動 
  ～伊島小学校前～  



岡山県立東岡山工業高等学校

TokoToko プロジェクト～東工地域学～ 

【取組の概要】 

■社会貢献活動によって生徒に身に付けさせたい力
TokoToko プロジェクト～東工地域学～は，これからの地域を支える人材を育成するため，地域グ

ループと協力し，科学の魅力やものづくりの楽しさを発信するための活動である。 

参加した地域の子ども達がものづくりの楽しさを実感し，工業技術への興味・関心を持つことをね

らいとしている。また，本校生徒にとっても，地域の子どもたちを指導したり，分かりやすく説明

したりする体験を通じ，コミュニケーション能力の向上や社会に出て自立する力を涵養し，地域の

一員としての自覚や自信を持たせることが目的である。 

■活動内容
  出前講座（岡山市立幡多小学校） 

令和４年 10 月 19 日（水）６時間目（ものづくりクラブ）小学校４～６年生 40 名  
USB 電源手持ち扇風機の製作…３Ｄプリンタで作ったフレームや羽根を組み立て扇風機を作る。 
液体窒素の実験など…液体窒素を用い花やスーパーボールを凍らせる実験。 

  出前講座（岡山市立角山小学校） 
令和４年 11 月 16 日（水)６時間目 小学校３～６年生 32 名 
モータに関する実験…磁石とコイルの実験。クリップモータの実験。 
電車と EV の試乗…グラウンドで交代で自作電車と EV に乗車。 

  出前講座（岡山市立竜之口小学校） 
令和４年 11 月 22（火）日放課後「科学クラブ」小学校４～６年生 29 名 
製作「キラキラビーズを作ろう」…小瓶にビーズ(玉やレーザーカッターでビニールシートを
切った飛行機)，ラメを入れて，瓶底にフルカラー変色 LED ライトをテープで取り付ける。 

  出前講座（和気町立佐伯中学校) 
令和４年 12 月 20 日（火）５，６時間目 中学２年生 14 名 
「結晶を作ろう」-ケミカルフラワー-…尿素できれいな結晶を作る。 
「マイクロビットを使ったプログラミング体験」…各自の Chromebook でプログラミング体
験，その後 Bluetooth 通信機能を用いた宝探し。  

■成果・効果
  どの学校でも，児童・生徒は生き生きとして授業体験を行った。本校生徒も子ども達の手助けを

することを通じて，人に喜んでもらえる嬉しさややりがいを体験をすることが出来た。 



岡山県立倉敷古城池高等学校

探究活動を深める小学校への出前講座 

【取組の概要】 
■社会貢献活動によって生徒に身に付けさせたい力

探究活動をさらに深め、主体性を持って実行することにより、対象者に応じた表現力、プレ 

ゼンテーション力を身に付けさせたい。 

■活動内容
倉敷市立第二福田小学校５年生への食品ロスに関する出前講座（令和５年３月１３日） 

 本校の探究活動で食品ロスをテーマに活動している生徒が、地域の子どもたちとともに食 

品ロスについて考えるために、小学校で出前講座を行った。当日は、食品ロスに関する説明  

をパワーポイントを用いて行い、その後、クイズや話し合いを行った。 

小学校では、食品ロスについての知識がある児童もいるため、さらに身近な問題として捉 

えられるよう、ファストフード店やお菓子メーカー、そして、地元団体による食品ロスに関 

する取り組みなどを紹介した。また、小学生にわかりやすい図表やグラフを用いたり、問い  

かけるような口調で話すなど、興味が深まるように工夫した。また、クイズでは、最初の説 

明の復習を行い、学習内容が定着できるようにしたり、さらに深められる問題も出題した。 

■成果・効果
今まで自分たちが探究してきたことを小学生にわかりやすく伝えたり喜んでもらうために 

は、どのようにすればよいかについて考えながら出前講座を行うことができた。話し方、ス 

ライドの文字や写真、図表の大きさや配置など小学生の発達段階を考えながら試行錯誤して  

資料を作成した。伝えることの難しさを感じたり、伝える立場の人の苦労や気持ちを理解す 

ることができた。小学校の教員志望の生徒には特によい経験となった。  

 小学生は、真剣に説明を聞いてくれたり、クイズには元気よく答えてくれたり、自分たち  

にできることについて活発に意見を言ってくれるなど、生徒が想像していたよりはるかに反  

応がよく、生徒も達成感を感じることができた。講座後の小学生へのアンケートでもほとん 

どの児童が「よくわかった」と答えている。「話がわかりやすくて、クイズが楽しかった」、 

「知らなかったことがたくさん知れてよかった」、「自分もできることをがんばりたい」と  

いう声が多かった。 

同じ地域の異年齢の児童と高校生が接することにより、よい学び合いができた。  

世界は一人一人の行動で決まる

～Change the world～ 



                                                     

岡山県立玉島高等学校  

スーパーサイエンスハイスクールの学びを生かした地域の理数
教育の推進における社会貢献活動（サイエンスボランティア） 

 
【取組の概要】                                                  

 

 ■社会貢献活動によって生徒に身に付けさせたい力  

  スーパーサイエンスハイスクールである県立玉島高等学校における科学的・探究的な学びで育成

している「科学的マネジメント力」を実際に地域社会で活用することで，生徒に実践的な「読み解

く力」「考え実行する力」「論じ合う力」を身に付けさせたい。 

 

 ■活動内容  

 玉島地区児童生徒科学研究発表会の運営補助とサイエンスアクティビティ講師 
   対象：玉島地区小学校，中学校の代表者（自由研究の優秀な取り組みをした児童，生徒）  
   実施：本校理数科２年生 
   日時：令和４年９月 15 日（木） 
   場所：本校第１，２化学教室，大会議室，美術室，図書室 
  玉島の小中学校の児童や生徒たちが，夏休みの自由研究の成果を発表し玉島地区代表を決める選
考会の運営補助に取り組んだ。各小中学校の代表が本校に集まり，夏休みに一生懸命取り組んだ自
由研究の成果を発表する場を，本校生徒が運営を補助するだけでなく，日頃の探究活動の学びを活
かし小中学生の発表に対して講評を行った。更に，本校生徒が主体的に企画した，サイエンスアク
ティビティの準備と実践を行い，小中学生に科学の面白さを伝え地域の理数教育に貢献した。 

 

 ■成果・効果  

  活動観察や事後アンケート結果から，地域の理数教育の推進に貢献している意識や自らの学習意  

 欲の向上に繋がっているようであった。 

  玉島地区児童生徒科学研究発表会の幹事を担当された小中学校の教員からの聞き取り調査から，  

 小学生たちの研究発表に対して，即応して的確な講評ができる力は素晴らしく，課題研究・探究活  

 動における学びが高校生たちの力となっていることが伺えると高く評価された。その評価の高さ  

 は，来年度も本校での開催を希望されることからも明確である。  

  これまで取り組んできた，地域の理数教育の推進のための活動をまとめ，ボランティアアワード  

 で報告した。その発表を聞いた県教育関係者から，目標を明確にもった継続的なサイエンスボラン  

 ティアの活動を高く評価していただいた。   

小学校の先生たちと協働で発表準備 

 

サイエンスアクティビティの様子 

 

  出前授業～○○の世界～ 



岡山県立水島工業高等学校  

交流学習による専門性を生かした社会貢献活動 

 
【取組の概要】  

■社会貢献活動によって生徒に身に付けさせたい力  

工業化学科では、科目のなかで環境の大切さを学習している。本校の生徒が、近隣の小学生に対し
て普段の学習成果を発表し、体験活動を補助することで自信や満足感を感じ、より良い社会づくり
に積極的に貢献する人材を育成することを目的としている。また、環境の大切さを伝えることは、
小学生のみならず、地域全体の環境への取組を推進する上で大きな効果が期待できる。学んだこと
を生かし、教えることで、科学技術の進歩に主体的に対応できる、実践的な技術者の育成を目指す。 

■活動内容  

 小学生が各家庭から持ち寄った使用済みの天ぷら油（廃油）を原料として、簡単な装置を使った石
けんづくりを行う。また、本校で作成しているバイオディーゼル燃料や燃料電池車ＭＥＣＩＡの紹
介を行い、現在のエネルギーや地域の環境問題について関心をもってもらう。最後は未来のエネル
ギーや身近な環境についてどのようになればよいかを小学生と高校生が一緒に考え、意見をまとめ
る。アンケートを通じて取組の振り返りを行う。  

今年度は倉敷市内の小学校３校 ４年生を対象に、つぎの交流学習を行った。  

・令和４年  ５  月 ９ 日（月）：倉敷市立乙島小学校４年生２クラス５４名 

本校生徒３６名小学校訪問 

  ・令和４年  ６  月２０日（月）：倉敷市立旭丘小学校４年生２クラス名５９名 

  本校生徒３２名小学校訪問 

 ・令和４年  ６  月２７日（月）：倉敷市立西阿知小学校４年生５クラス１９６名 

  本校生徒３３名小学校訪問 

・令和４年 １０ 月２４日（月）：倉敷市立西阿知小学校４年生２クラス１９６名訪問 

３１日（月）本校生徒４名本校施設説明 

 ・令和４年 １２ 月１５日（木）：倉敷市立西阿知小学校４年生５クラス１９２名  

                本校生徒４名小学校訪問 

・令和５年  １  月１６日（月）：倉敷市立旭丘小学校４年生２クラス名５４名 

                本校生徒４名小学校訪問 

■成果・効果  

環境を題材とした交流学習を通して、年代の違う児童とのコミュニケーション能力を養い、環境や
化学に興味・関心を持ってもらうことでキャリア教育の充実を図った。また、新型コロナウイルス
感染症緊急事態宣言時は、代替措置として Google Meet を用いてリモート交流を行った。普段の学
習活動を地域に発信しながら地域文化の拠点としての学校づくりを推進し、未来を担う生徒の資質
能力を向上させることができた。 

 

 

 

交流学習～石けんづくり～  

 

交流学習～燃料電池車の紹介～ 



岡山県立玉野光南高等学校

異年齢との交流、他者交流 

【取組の概要】 

■社会貢献活動によって生徒に身に付けさせたい力

小学生とのふれあい等、異年齢との交流による他者理解を深めること、地域の教育活動
に貢献する態度の育成がねらい。  

■活動内容

11/26（土）に「はちはま・おおさき子ども楽級」を行った。各小学校 1 年生から 6 年
生まで合計 40 名程度の児童が参加した。開会行事終了後、図書委員による「読み聞か
せ」、ハンドボール部による「部活動体験」、茶道部による「お点前体験」、箏曲部に
よる「演奏体験」クッキング部による「お菓子づくり」、吹奏楽部による「演奏体験」
を行った。生徒会執行部を中心に企画・運営を行った。  

■成果・効果

「こども楽級」の様々な体験を通して、異年齢とのコミュニケーションをとりながら、
どの活動も楽しさやみんなと一緒に行うことで喜びを感じることができた。地域の教育
活動に貢献することができた。  

開会行事 

読み聞かせ 



岡山県立笠岡高等学校

社会貢献活動を通して共に成長する 

【取組の概要】 

■社会貢献活動によって生徒に身に付けさせたい力

  地域社会に貢献し、責任感や公共心を持って集団に寄与し、学校や社会の一員としての自覚を深

めさせる。 

■活動内容

 図書委員会は、例年、年３回の読書週間に笠岡児童クラブの小学生を招いて「読み聞かせ」の

交流活動を行ってきた。しかし、本年度も昨年度に引き続きコロナ禍のため、その活動を見合わ

せ、昨年と同様、訪問形式での交流を図ることにした。 

１２月に笠岡児童クラブきらきらの子どもたちに図書委員が「紙芝居 かぐやひめ」を制作し、

訪問披露した。お渡し当日はクリスマス間近ということもあり、代表生徒はサンタクロースに扮

して訪問させていただいた。 

■成果・効果

昨年度に引き続き、この「紙芝居 かぐやひめ」を小学生の子どもたちが思った以上に喜んで

くれ、何度も何度も繰り返して見てくれたそうである。訪問させていただいた生徒たちは、短時

間ではあったが子どもたちの反応を直接見ることができ、自分たちの想いが子どもたちにしっか

りと伝わり、自分たちが社会に貢献できたことを実感できたようである。小学生と日ごろ触れ合

うことのない高校生にとって、とても有意義な機会となった。 

当日の様子 



岡山県立笠岡高等学校

社会貢献活動を通して共に成長する 

【取組の概要】 

■社会貢献活動によって生徒に身に付けさせたい力

  地域社会に貢献し、責任感や公共心を持って集団に寄与し、学校や社会の一員としての自覚を深

めさせる。 

■活動内容

サイエンス部では、笠岡市立神内小学校のワークショップ「２０年後の瀬戸内海を考える」を

開催した。神内小学校５年生の「総合的な学習の時間」の一環として、「環境」をテーマに部員

生徒が企画段階から主体的に立案し、当日は講師役となって体験学習を支援した。具体的には、

「マイクロプラスティックの搾取体験」や「カブトガニ生息地の干潟を守るための河川調査」、

「自動分別式ゴミ箱の披露・実演」を行った。 

■成果・効果

地域の小学生との学習交流を通じて、大人として関わり、その役割や責任を体感することがで

きた。また、地域の環境問題をテーマに、小学生との科学的な関わりで、環境を守る意識の高揚

を共有できた。そのことで、相乗効果が起こり、より深く効果的に地域環境に対する意識や協働

意識、学習効果を向上させることができた。企画段階から生徒の主体的な取り組みとなり、自主

性・協同性・創意工夫・表現力などの育成に大変有意義であった。 

当日の様子 



岡山県立笠岡高等学校

社会貢献活動を通して共に成長する 

【取組の概要】 

■社会貢献活動によって生徒に身に付けさせたい力

  地域社会に貢献し、責任感や公共心を持って集団に寄与し、学校や社会の一員としての自覚を深

めさせる。 

■活動内容

千鳥ゼミでは、小中学生を対象として学習支援活動を行った。小学生３１名、中学生２８名に

ご参加いただき、本校生徒がボランティアスタッフとして、夏休みの課題の解説や書道体験の指

導を行った。 

■成果・効果

原則としてすべての運営・進行を生徒が主体的に行うことができ、地域の教育活動に貢献する

態度やその取り組みにおける責任感を養うことができた。また、日常では授業を受ける側で解説

を聞く（インプット）立場であるが、学習支援を行うこと（アウトプット）で物事を伝えること

を体感することができ、分かりやすく伝えるための工夫を行うことができた。書道体験では、伝

統的な礼節を子供たちと共有し、書道の精神性と技能を支援することで一体感のある落ち着いた

イベントとなり、生徒主体でその空気感を作り出すことができた。小中学生との交流を通じて、

大人としての「気配り・目配り・こころ配り」を育むことができた。 

当日の様子 



岡山県立笠岡工業高等学校

笠工テクノ工房 ～工業の力で地域に貢献～ 

【取組の概要】 

■社会貢献活動によって生徒に身に付けさせたい力

「笠工テクノ工房」は課題解決学習を基盤とした、地域に貢献するための活動

である。社会との連携や協働の中で、未来の創り手となるために必要な課題解決

力や資質を育み、コミュニケーション能力やプレゼンテーション能力など、これ

からの社会で必要不可欠な能力の向上を目指す。  

■活動内容

地域からものづくりで解決できる困り事を募集し、３年生の課題研究の授業で

取り組む。活動は依頼者への連絡から打ち合わせ、製作、寄贈まで生徒が主体的

に行う。 

令和４年度の主な取組 

イルミネーションの製作 （保育園） ままごとスタンドの製作（こども園）  

アルコールスタンドの製作（中学校） 防球ネットの修理   （中学校） 

卓球台の修理      （中学校） 生徒机の修理     （中学校） 

■成果・効果

地域の方たちと直接触れ合うことで、課題を解決するための思考力・判断力・

表現力、主体的に学習に取り組む態度が養うことができた。特に学校園での寄贈

式で子どもたちが喜ぶ様子を見ることで、達成感や自己有用感を得ることがで

き、日頃の学習活動も活性化し、授業により意欲的に取り組むようになった。  
ままごとスタンドの製作（こども園）  

生徒机の修理（中学校）  

イルミネーションの製作（保育園） 



岡山県立笠岡商業高等学校

高校での学びを活かした社会貢献活動

【取組の概要】

■社会貢献活動によって生徒に身に付けさせたい力

 本校の学校経営計画の育てる生徒像に示している、地域の様々な人とコミュニケーション

をとり、地域貢献ができる生徒を育成する中で、「つながる力」「考える力」「創造する力」

「地域を愛する力（心）」「人のために動ける力」の５つの力を身に付けさせたい。 

■活動内容

プログラミング講習会 in 笠岡小学校 

 2020 年から小学校でプログラミング教育が導入され、近隣の笠岡小学校でもプログラミン

グの授業を実施している。また、本校の情報処理科２年生も教科商業でプログラミングの授

業を実施している。お互いの学びを深め、地域のプログラミング教育向上を目指し、プログ

ラミング講習会を実施した。 

講習会では、本校生徒が作成した説明用プレゼンテーション資料を用いて、小学生に説明。

説明後は、実際に iPad を使いドローンの操作方法についてレクチャーを行い、小学生に操縦

させた。 

■成果・効果

交流では伝わりやすい言葉を選びながら語りかけ、プログラミングを楽しく学ぶ雰囲気をつ

くることができた。また、交流をとおして小学生はもとより小学校の先生方など幅広い世代の

方々とコミュニケーションをとることができた。 

小学生からは「プログラミングに興味を持つことができました」などの感想をいただき、講

習会に関わった高校生は達成感を得たり、自己肯定感を高めたりすることができた。 

講習前の説明風景 

高校生のレクチャーを熱心に聞く小学生  

小学生が真剣にドローンを操縦 



岡山県立井原高等学校  

『井原デニム」の学びがつながる社会貢献活動 

【取組の概要】                                                  

■社会貢献活動によって生徒に身に付けさせたい力  

 

『郷土を愛し、自ら進んで地域や社会に貢献する力』 
○主体的に学ぶ力 ○課題を解決する力 ○コミュニケーション力 ○井原を愛する心  

 
■活動内容 
・H23 年度から井原市と連携し「綿プロジェクト」に取り組む。収穫した綿は、デニム生地へ
加工。デニム生地は、市内デニム関連企業が中心となり、一部本校家政科・地域生活科ヒュ
ーマンライフコースの生徒が「ハートフルデニムバッグ」という手提げ鞄を制作し、市内小
学校一年生へ入学御祝品として贈呈している。 

 
【綿の栽培交流（井原市商工会議所）】  
○芳井町与井の圃場にて、綿の栽培に取り組んだ。播種と収穫を地域の方と行い、井原市の商
工会議所の方と交流もかねて実施出来た。周年の栽培管理は園芸科・地域生活科の生徒が行
った。 

 
【交流学習（井原小学校・高屋小学校）】 
○小学生が興味を持って取り組むことができる綿の糸くり体験や小物作りなどの体験を実施
した。 

 
【オンライン交流学習会（加賀中学校）】 
○担当者が中学校の教室と Google Meet で通信し、中学生から綿に関する質問を受けながら綿
の栽培方法と魅力を伝えた。 

 

■成果・効果 
○小学生との交流では、コロナ禍の影響もあったが、綿の栽培や活用について「綿プロジェク
ト」の取組を伝えることができた。特に、綿の糸くり体験や小物作りなどの体験を通した内
容を充実して行うことができた。 

○井原市商工会議所を介して、地域企業の方と綿栽培を実施し、異年齢との交流によって、話
の仕方や表現の仕方など、コミュニケーションスキルが向上した。また、郷土愛を育てるこ
と もでき、地域で活躍されている方に地域貢献活動への取組を評価されモチベーションが
高まり、達成感も得ることができた。 

 



岡山県立高梁城南高等学校

専門性を生かした小学校との交流学習 

【取組の概要】 

■ 社会貢献活動によって生徒に身に付けさせたい力
・異年齢交流をとおして聴く力・伝える力を養う。

・小学生に寄与することで、学校や社会の一員としての自覚を深める

・専門の学びを指導することで、自己肯定感を高める

■ 活動内容
電気科では、高梁小学校５年生へのプログラミング教室を平成３０年度より開催している。

新型コロナ感染症感染拡大に伴い、令和２・３年度は延期、中止も考えた。しかしながら高校

生、小学生、お互いにとって貴重な時間となることから、感染対策を十分に講じたうえで開催

した。 

平成４年度は、１２月１６日（金）に高梁小学校５年生２クラス４８名に本校を会場に実施
した。２クラス同時にプログラミング教室を実施できないため、５０分入替制で１クラスがプ
ログラミング学習、もう１クラスは３年生が課題研究で製作した作品の見学・体験を行った。 

プログラミング教室の指導者には３年生９名があたり、SONY 製 KOOV ロボットを用いたプ
ログラミング学習を行った。 

実施内容 

① ロボットの前後左右動作
② スピードの設定・タイマの設定
③ 繰り返し動作法
④ ライントレース

■ 成果・効果
・小学生にわかりやすく伝えるにはどうすればいいか、ひと言ひと言、言葉を選びながら小学
生の目線に合わせて説明する難しさを感じることができた。 

・電気について小学生に説明し、理解してもらうことで、達成感を多くの生徒が感じることが
できた。 

・異年齢との交流学習をとおして、相互理解の大切さを学ぶことができた。 

プログラミング学習  

ロボット操縦体験  



岡山県立勝山高等学校蒜山校地

茅刈りボランティア 

【取組の概要】 

■社会貢献活動によって生徒に身に付けさせたい力
  地域の草原景観保全に貢献する態度 

  異年齢との交流による他者理解 

■活動内容
  熊谷地区(真庭市蒜山本茅部)にある茅場で、真庭市立蒜山中学校と合同で茅刈りボランティアを
行った。当日は中高混成の班に分かれて、茅刈り、茅運び、茅束ね、島立て(茅を乾燥させるために
行う)の工程を各班内でローテンションしながら体験した。  

  また、事前研修を前日に蒜山中学校で行った。そこでは、草原の大切さと保全のためには人の手
が必要であること、茅の活用の現況などについて学ぶとともに、班に分かれて顔合わせと、鎌の使
い方などの練習を行って本番に備えた。 

■成果・効果
・８０分ほどで約２００束分を刈り取ることができ、草原景観保全への貢献を実感できた。  

・慣れない活動で戸惑う場面も見られたが、各班の高校生がうまくリーダーシップをとって作業を
スムーズに進めることができた。 

事前研修会  

協力して茅束ね  



岡山県立真庭高等学校 落合校地

防災活動を通した地域貢献活動 

【取組の概要】 

■社会貢献活動によって生徒に身に付けさせたい力
①防災意識の高揚とともに防災についての知識を身につけ、リーダーとしての自覚や地域に貢献

できる実践力や態度

■活動内容
  「地域合同防災訓練」を実施し、落合小学校児童、地域住民、真庭市落合振興局、真庭消防署、

自衛隊の方々と一緒に、避難訓練、校内防災訓練、落合小学校への避難補助員派遣と防災クイズ
や防災実験や防災工作などを計画。真庭消防署による起震車体験や消火体験をおこない、自衛隊
の指導で人命救助システムの体験、応急救護、簡易搬送訓練、ロープワーク訓練、ハイゼックス
炊爨をおこなった。 

■成果・効果
今年度は、小学校や地域住民と合同で有意義な活動ができた。災害が起きたとき、高校生として
救援活動に貢献できる実践力を身につけることができるよう、事前にリーダー研修会、そのほか
学校独自の研修会などを設け、生徒たちには問題解決の意欲と防災意識を抱かせたうえで、本活
動に臨んだ。防災リーダーの生徒が地域の方や小学生に説明し指導することにより、高い次元で
の防災意識の形成ができた。また、いざという時に自分には何ができるかということを、各体験
を通じて考えることができた。 

地域合同防災訓練の様子

地域合同防災訓練の様子

地域合同防災訓練の様子 



岡山県立矢掛高等学校

自分を見直す YAKO ボラ

【取組の概要】 

矢掛駅での落書き 

矢掛駅での落書き消し 

中学校の溝掃除 

■社会貢献活動によって生徒に身に付けさせたい力
多様な他者との協働を通じた人間関係形成力 地域に貢献し、主体的に地域に参画する力  

社会の課題を発見し、自分事として捉える力 規律やマナーを守る力  

■活動内容
YAKO ボラとは年に 5 回、各定期考査の最終日の午後に行われるボランティアである。希望者はい
くつかのボランティアから自分で内容を選び、各自で課題を見つけ、工夫し、協力し合いながら活
動する。ボランティアは、地域施設や校内の困りごとを解決する内容で毎回異なっている。矢掛小
学校 5 年生の地域活動に同行し、ゴミ拾いや分別を行った。また、5 月に実施した井原鉄道高架下
の落書き消しボランティアでは、町役場から依頼されたもので、どうやって消すかから企画した。
最初にラッカー消しと布を用いて落書きが消せるかを試したが、ラッカーの色が薄くなったものの、
壁に色素が染みきっており、完全には消せなかった。そこで、井原鉄道の許可を得て、同系色のペ
ンキで高架下全体を塗って消すことにした。大きな壁のたった一部に落書きがされており、それら
を消すためには 30 人以上の生徒の力が必要であった。その他にも近くの商店街のゴミ拾いや福祉施
設の床掃除、卒業式の準備といった、各々の関心や特技を利用して、困りごとを解決している。 

■成果・効果
地元商店街を中心にゴミ拾いや分別を行った結果、圧倒的に包装ごみが多かった。過包装について
考えるきっかけとなり、SDGs についても理解を深めることができた。また、高架下の落書き消しボ
ランティアでは、活動終了後の綺麗になった壁を見て、｢落書きした人に見てほしい｣と言った生徒
がいた。これは壁の落書きを消すために必要な大人数の労力と、ルールを破った後には誰かが後始
末をすると感じたことが分かるエピソードである。社会規範から外れたときに、それを修正するの
が何もしていない人であることもあると理解したことは規範意識と責任感を醸成する機会になった
と考えられる。また、高い位置のペンキ塗りや一人の力では切れない枝など、誰かと協力し、知恵
を出し合わないと解決できない問題がたくさんあると気づけたことも生徒の将来のさらなる成長に
とって欠かせない成果である。 
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